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2022   

石川優樹, 寺尾知可史 IgG4 関連疾患の病因・病

態：疾患関連遺伝の視点

から 

胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1055-
1061 

2022   

山本元久 ，青地翠己, 上原

昌晃 
IgG4 関連疾患の病因・病

態：IgG4 関連涙腺・唾液

腺炎の視点から 

胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1063-
1068 

2022   

上原剛, 宇佐美陽子, 菅野

光俊 
IgG4 関連疾患と血中 IgG4
値 

胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1075-
1080 

2022   
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梅原 久範ほか IgG4 関連疾患の診断：総

論 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1081-
1085 

2022   

川野充弘 ,水島伊知郎 IgG4 関連疾患の治療：総

論 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1087-
1093 

2022   

住本貴美,池浦司, 内田一茂, 
岡崎和一 

IgG4 関連疾患と悪性腫瘍

との関連性 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1095-
1100 

2022   

菊田和宏, 濱田晋, 正宗淳 自己免疫性膵炎の全国疫

学調査 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1101-
1105 

2022   

岡崎和一、池浦 司、内田

一茂 
自己免疫性膵炎の診断基

準の変遷 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1113-
1122 

2022   

井上 大 自己免疫性膵炎の画像診

断 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1123-
1129 

2022   

菅野 敦ほか 自己免疫性膵炎の EUS・
EUS-FNA 診断 

胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1137-
1143 

2022   

能登原憲司 自己免疫性膵炎の生検診

断：病理の立場から 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1145-
1150 

2022   

栗田裕介, 窪田賢輔, 緒方

智樹, 八木伸, 鈴木洸, 長谷

川翔, 細野邦広, 中島淳 

自己免疫性膵炎に合併す

る膵囊胞性病変の病態と

治療 

胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1151-
1157 

2022   

滝川哲也, 菊田和宏, 佐野

貴紀, 濱田晋, 松本諒太郎, 
粂潔, 三浦晋, 池田未緒, 
佐々木滉, 片岡史弥, 林秀

大, 坂野美紗子, 正宗淳 

自己免疫性膵炎のステロ

イド治療と再燃予測因子 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1159-
1164 

2022   

渡邉貴之、丸山真弘、川茂

幸 
自己免疫性膵炎の長期予

後 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1165-
1168 

2022   

池浦司, 中丸洸, 伊藤嵩志, 
桝田昌隆, 高折綾香, 住本

貴美, 中山新士, 島谷昌明, 
内田一茂, 高岡亮, 岡崎和

一, 長沼誠 

自己免疫性膵炎と膵癌と

の関係性 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1169-
1172 

2022   

李倫學, 伊藤鉄英 コラム：自己免疫性膵炎

における膵内外分泌機能 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1173-
1178 

2022   

原 精一,神澤輝実ほか コラム：自己免疫性膵炎

と発生学的膵原基との関

係性 

胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1185-
1189 

2022   

田中  篤 IgG4 関連硬化性胆管炎の

疫学 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1191-
1195 

2022   

中沢貴宏, 内藤格ほか IgG4 関連硬化性胆管炎臨

床診断基準 2020 とアルゴ

リズム 

胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1203-
1209 

2022   

内藤 格ほか IgG4 関連硬化性胆管炎と

胆管癌の鑑別診断 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1219-
1223 

2022   

西野 隆義ほか IgG4 関連硬化性胆管炎の

長期予後 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1225-
1229 

2022   

南裕人, 殿塚亮祐, 糸井隆

夫 
コラム：IgG4 関連硬化性

胆管炎の経口胆道鏡診断 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1231-
1235 

2022   

本田文香, 坪井洋人, 東光

裕史, 北田彩子, 松本功 
IgG4 関連涙腺・唾液腺炎

の診断と治療 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1259-
1263 

2022   
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後藤  浩 【IgG4 関連疾患大全-自己

免疫性膵炎と IgG4 関連硬

化性胆管炎を中心に-】そ

の他の IgG4 関連疾患の病

態,診断と治療 IgG4 関連

眼疾患 

胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1265-
1270 

2022   

竹島健, 赤水尚史 【IgG4 関連疾患大全-自己

免疫性膵炎と IgG4 関連硬

化性胆管炎を中心に-】そ

の他の IgG4 関連疾患の病

態,診断と治療 IgG4 関連

甲状腺疾患(解説) 

胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1271-
1275 

2022   

松井 祥子 IgG4 関連呼吸器疾患 胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1277-
1282 

2022   

梅村 武司 IgG4 関連肝疾患 胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1283-
1286 

2022   

神澤 輝実ほか IgG4 関連胆囊炎 胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1287-
1291 

2022   

阿部晶平, 増田充弘, 児玉

裕三 
IgG4 関連消化管病変の特

徴 
胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1293-
1296 

2022   

佐伯 敬子 IgG4 関連腎臓病 胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1297-
1301 

2022   

笠島 里美 IgG4 関連心血管病変 胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1303-
1307 

2022   

水島伊知郎, 川野充弘 IgG4 関連後腹膜線維症 胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1309-
1316 

2022   

錦織亜沙美, 西村碧フィリ

ーズ, 佐藤康晴 
IgG4 関連リンパ節症 胆と膵 43 巻臨増

特大号 
1317-
1321 

2022   

松井 祥子 IgG4 関連疾患の呼吸器病

変 
リウマチ科 68 302

－
309 

2022   

水島伊知郎、川野充弘 IgG4 関連疾患の心血管病

変 
リウマチ科 68 310-

317 
2022 NA 

後藤 浩 【眼疾患のガイドライン

と診療指針解説とアップ

デート】IgG4 関連眼疾患

の診断基準 

眼科 64 1325-
1328 

2022   

能登原 憲司 【知っておきたい病理の

知識】IgG4 関連疾患の病

理 頭頸部を中心に 

耳鼻咽喉科 1(5) 645-
654 

2022   

前原 隆、古賀 理紗子、

中村誠司 
キーワード No.62 
Cytotoxic T cell.  

消化器病学

サイエンス
6(4):48-49, 
2022. 

        

松井 祥子 私の治療 IgG4 関連呼吸

器疾患 
日本医事新

報 
5112 45-46 2022   

松井 祥子 IgG4 関連呼吸器疾患 日本内科学

会誌 
111 2094

－
2101 

2022   

山本 洋, 小松雅宙, 川上 

聡, 上原 剛, 松井祥子 
IgG4 関連呼吸器疾患 日本臨床 80 1455

－
2022   
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1460 

中村誠司 Ⅳ. 治療、2. ドライマウ

ス.  日本臨牀 2022 年 10
月特集「シェーグレン症

候群」 

日本臨牀 80(10) 1647-
1653 

2022   

中村誠司 Ⅴ. 関節リウマチの臓器障

害と合併症・薬剤副作用

対策、8. 口腔障害 ―特に

ドライマウスとその口腔

内合併症についてー. 

日本臨牀

「最新関節

リウマチ学

（第 2 版）

―寛解・治

療を目指し

た研究と最

新治療」、

日本臨牀

社、 

80 巻増刊

号 4 
587-
594 

2022   

中村誠司 Ⅵ. 骨粗鬆症の予防、治

療、管理. 5. 骨粗鬆症の

治療薬の副作用対策. (1) 
顎骨壊死・顎骨骨髄炎.  
日本臨牀増刊号「最新の

骨粗鬆症学（第２版） 

―骨粗鬆症の最新知見

―」 

日本臨牀 81 Suppl 1 352-
359 

2023   

能登原 憲司 今月の話題 膵腺房細胞

の可塑性と acinar-ductal 
metaplasia 

病理と臨床 40(10) 1041-
1045 

2022   

西村碧フィリーズ，錦織亜

沙美，佐藤康晴 
Castleman 病の歴史的背景

と unicentric Castleman 
disease 

病理と臨床 40（11） 1121-
1127 

2022   

錦織亜沙美，西村碧フィリ

ーズ，佐藤康晴 
Idiopathic multicentric 
Castleman disease の分類と

臨床病理学的特徴 

病理と臨床 40（11） 1128-
1133 

2022   

高比良雅之 どのような場合に IgG4 関

連眼疾患を疑い，どのよ

うな検査を行って診断す

べきでしょうか？ 

臨床眼科 76 310-
314 

2022   

前原 隆、宗村龍祐、古賀 

理紗子、中村誠司 
IgG4 関連疾患と木村病に

おける疾患特異的な濾胞

性Ｔ細胞 

臨床免疫・

アレルギー

科  

79(3) 339-
347 

2023   
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中村誠司 免疫の基礎と異常. 

第５章顎口腔の炎症 

白砂兼光、

古郷幹彦 

口腔外科学 医歯薬出版 東京 2020 164-172 

中村誠司 1. 総論、4. 水疱性

疾患、9. 膠原病、免

疫関連疾患、10. 薬

物による病変、11. 

部位に特有な病変. 

第６章 口腔粘膜疾患 

白砂兼光、

古郷幹彦 

口腔外科学 医歯薬出版 東京 2020 176-177、

183-186、

199-201、

201-204、

204-206 

中村誠司 2. 皮膚および口腔粘

膜疾患、3 白斑を主

症状とする疾患（3-1 

白板症）、4 紅斑・

びらんを主症状とす

る疾患（4-4 紅板

症、4-5 義歯性口内

炎）、4. 唾液腺疾

患、3 機能障害（3-1 

口腔乾燥症（ドライ

マウス）、3-2 流涎

症、3-3 放射線障

害） 

山根源之、

草間幹夫、

久保田英

朗、中村誠

司 

口腔外科学 永末書店 京都 2020 204-206 

中村誠司 第２章 各論、04 消

化器疾患、4 消化管

ポリポーシス：歯科

的留意点 

千葉俊美、

山田浩之 

歯科医師のための

内科学 

医歯薬出版 東京 2021 158 

川 茂幸 自己免疫性膵炎 矢崎義雄 新臨床内科学 改

定第 10 版 

医学書院 東京 2020 698-700 

妹尾浩、塩

川雅広 

自己免疫性膵炎

（AIP） 

竹内勤 免疫・炎症疾患の

すべて 

日本医師会 東京 2020 238-240 

高橋裕樹 IgG4 関連疾患 福井次矢，

高木誠，小

室一成 

今日の治療指針

2021 

医学書院 東京 2021 918-919 

内田一茂、

耕崎拓大、

岡崎和一 

自己免疫性膵炎 岡崎和一、

伊藤鉄英 

膵臓病診療ガイド

ブック 

診断と治療

社 

東京 2020 180-191 

高比良雅之 IgG4 関連眼疾患 後藤浩、小

幡博人 

眼病理アトラス 総合医学社 東京 2020. 

10.15 

186-187 

山本 洋 Ⅳ-B 膠原病肺と類

縁疾患 10 IgG4 関

藤田次郎/喜

舎場朝雄 

間質性肺疾患診療

マニュアル改訂第

南江堂 東京都 1905.7 384-388 
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連呼吸器疾患 3 版 

早稲田優

子、石塚 

全 

7 IgG4 関連呼吸器疾

患 

門田淳一/弦

間昭彦/西岡

安彦 

呼吸器疾患最新の

治療 2021-2022 

南江堂 東京都 2021  

Notohara K, 

Kitagawa H 

Pathology: Non-

neoplastic and 

Neoplastic Diseases 

of the Gallbladder 

Chung JB, 

Okazaki K 

Diseases of the 

Gallbladder 

Springer 

Nature 

Singapore 

Pte Ltd 

Singapore 2020 25-43 

能登原憲司 膵炎の病理 中沼安二, 

古川徹, 福

村由紀 

膵臓を診る医師の

ための膵臓病理テ

キスト 

南江堂 東京 2020 68-90 

能登原憲司 膵疾患の病理 日本膵臓学

会教育委員

会 

膵臓病診療ガイド

ブック 

診断と治療

社 

東京 2020 15-23 
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塩川 雅広 自己免疫性膵炎 自

己抗体としての血清

バイオマーカー

（laminin 511） 

日野 啓 肝胆膵 アークメデ

ィア 

 
2021  611-615 

 

 

Tanaka A. Immunoglobulin G4-

Related Sclerosing 

Cholangitis. 

Floreani A. 
Disease of the 

Liver and 

Biliary Tree. 

Springer 

 

 
2021 

 

153-168 

 

 

酒井 新、増田 

充弘、児玉 裕

三 

 

【膵臓症候群(第 3

版)-その他の膵臓疾

患を含めて-】膵炎 

1 型自己免疫性膵炎

(IgG4 関連膵炎) 

 
日本臨床 

 

日本臨床社 

 
東京 

2021 

 

324-329 

 

 

高橋 裕樹 

 

IgG4 関連疾患 
矢崎義雄・

小室一成 

内科学 改訂第 12

版 

 

朝倉書店 東京 2022 

 

III-431-

436 

 

高橋 裕樹 IgG4 関連疾患 土屋弘行ほ

か 

今日の整形外科治

療指針 第 8版 

医学書院 東京 2021 197 

内田一茂 自己免疫性膵炎 矢崎義雄、

小室一 

朝倉内科学 朝倉書店 東京 2021 III-317-

319 

内田一茂 膵臓の免疫異常 下瀬川 

徹、渡辺 

守 

専門医のための消

化器病 

医学書員 東京 2021 594-597 

正木康史、上田

祐輔、柳澤浩

人 、在田幸太

郎、坂井知之. 

XI 縦隔疾患

Castleman 病. 
 

別冊 日本臨床 

領域別症候群シリ

ーズ No.21 呼吸器

症候群（第３版）

―その他の呼吸器

疾患を含めてー 

日本臨床社 

 

東京 2021 195-198 

高比良雅之 

 

IgG4 関連眼疾患の

特徴と治療法につい

て教えてください． 

木下茂 

 

あたらしい眼科 

2021 年 38 臨時

増刊号 眼科手術 

Q＆A 

メディカル

葵出版 

東京 

 

2021 

 

292 

 

尾山徳秀 眼窩腫瘍に対して生

検か全摘出かをどの

ように決めるのでし

ょうか 

木下茂 

 

あたらしい眼科 

2021 年 38 臨時

増刊号 眼科手術 

Q＆A 

メディカル

葵出版 

 

東京 

 

2021 

 

288 

 

高橋正明，藤永

康成 

血管炎症候群のすべ

て 

立石宇貴

秀，磯部光

章，前嶋康

浩 

臨床放射線 66 巻

臨時増刊号 

金原出版株

式会社 

東京都 

 

2021 1233-1238 

 

川野充弘, 松井

祥子 

キャッスルマン病の

関連疾患, IgG4 関

連疾患 

吉崎和幸, 

川上 純 

キャッスルマン

病, TAFRO 症候群 

フジメディ

カル出版 

大阪 

 

2022 

 

120－125 

能登原憲司 

 

自己免疫性膵炎の生

検組織 

下瀬川徹・

渡辺守（監

専門医のための消

化器病学 第 3 版 

医学書院 

 

東京 

 

2021 

 

633-636 
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修）、木下

芳一・金子

周一・樫田

博史・村上

和成・安藤

朗・糸井隆

夫（編集） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能登原憲司 
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著者氏名 論文タイトル名 書籍全体の 

編集者名 

書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

中村誠司 8. 唾液の基礎知

識. 公益社団法人

日本介護福祉協

会・一般社団法人

日本口腔ケア学会

監修、 

 竹内一夫

編 

介護福祉士のた

めの口腔ケアマ

ニュアル 

一般財団

法人口腔

保健協会 

  2022 48-50 

中村誠司 Ⅰ編 口腔癌、口腔

潜在的悪性疾患の

診断、2 口腔癌の

臨床像とその鑑別. 

  口腔癌 〜診断

と治療、整容・

機能回復〜 

医歯薬出

版 

東京 2022   

中村誠司 Chapter 4 歯科関

連疾患と薬物療

法、5. 口腔粘膜疾

患と薬物療法、③ 

口腔乾燥症（ドラ

イマウス） 

金子明

寛、他編 

歯科におけるく

すりの使い方 

2023-2026 

デンタル

ダイヤモ

ンド社 

東京 2022 246-250 

正木康史，川端 

浩，川野充弘， 

岩城憲子，鈴木律

朗 

キャッスルマン病

の疫学，発生率，

統計的事項 

吉崎和

幸、川上 

純 

編 

キャッスルマン

病，TAFRO 症候

群 

有限会社

フジ 

メディカ

ル出版 

大阪 2022 25-28 

佐藤康晴 キャッスルマン病

の病理 

吉崎和

幸，川上 

純 

キャッスルマン

病，TAFRO 症候

群 

フジメデ

ィカル 

出版 

大阪 2022 29-35 

生島壮一郎, 松井

祥子, 山本 洋 

キャッスルマン病

の検査成績, リン

パ節外病変-肺病変 

吉崎和幸, 

川上 純 

キャッスルマン

病,TAFRO 症候群 

フジメデ

ィカル出

版 

大阪 2022 51－56 

川野充弘, 松井祥

子 

ャッスルマン病の

関連疾患, IgG4 関

連疾患 

吉崎和幸, 

川上 純 

キャッスルマン

病,TAFRO 症候群 

フジメデ

ィカル出

版 

大阪 2022 120－

125 

正木康史，黒瀬 

望，川端 浩 

キャッスルマン病

の関連疾患  

４）その他の疾患 

腫瘍，膠原病 

吉崎和

幸、川上 

純 

編 

キャッスルマン

病，TAFRO 症候

群 

有限会社

フジ 

メディカ

ル出版 

大阪 2022 134-141 

正木康史 血液・造血器の疾

患 17-10．白血球

疾患 17-10-1．総

論 

矢崎義

雄、小室

一成 

総編集 

内科学  

第 12 版 

朝倉書店 東京 2022 97-100 

正木康史 Castleman 病

/TAFRO 症候群 

鈴木隆

浩、竹中

克斗、池

添隆之編

集 

専門医のための

血液病学 

医学書院 東京 2022 260-263 

高比良雅之 IgG4 関連眼疾患 福井次

矢、高木

誠、小室

一成 

今日の眼疾患治

療指針 第 4版 

医学書院 東京 2022 933-934 



188 
 

高比良雅之 IgG4 関連疾患 大鹿哲

郎・園田

康平・近

藤峰生・

稲谷大 

新篇眼科プラク

ティス 4 眼科

薬物療法リファ
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文光堂 東京 2022 272-273 
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幻冬舎 東京 2022 296 

石川秀樹 難病のレジストリ 三浦克

之・玉腰

暁子・尾
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修］ 
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学会発表 令和２年度 

発表者氏名 演題名 学会名 

渡辺浩二、千葉和郎、神澤輝実 自己免疫性膵炎における胆嚢病変

（IgG4 関連胆嚢炎）についての検討

（ワークショップ） 

第 62 回日本消化器病学会大会 

千葉和郎、菊山正隆、神澤輝実 IgG4 関連硬化性胆管炎に併存した胆管

上皮内癌の 1切除例（ワークショッ

プ） 

第 56 回日本胆道学会学術集会 

菊田和宏, 岡崎和一, 正宗淳 全国調査からみた自己免疫性膵炎の現

状 

第 106 回日本消化器病学会総会 

佐野貴紀, 菊田和宏, 鍋島立秀、本

郷星仁, 濱田晋, 粂潔, 正宗淳 

自己免疫性膵炎の前向き追跡調査 第 51 回日本膵臓学会大会 

山田 恭孝、増田 充弘、児玉 裕三 自己免疫性膵炎における造影 CT による

fECV を用いた膵萎縮の予測 

第 106 回 日本消化器病学会総

会 

山田 恭孝、増田 充弘、児玉 裕三 造影 CT による自己免疫性膵炎ステロイ

ド治療後の耐糖能異常予測 

第 62 回 日本消化器病学会大会

田ノ上史郎 Characteristics of the Natural 

Course of Patients With IgG4-

Related Disease and Autoimmune 

Pancreatitis without Steroid 

Therapy  

51th JPS Annual Meeting 

January 8 – 9, 2021 Kobe, 

Online 

Panel Discussion 1「 Long-

term prognosis of autoimmune 

pancreatitis」 

永幡研、神田真聡、菅原正成、鈴木

知佐子、淡川照仁、高橋裕樹． 

中枢性尿崩症を呈する IgG4 関連下垂体

炎のフォロー中に発熱とともに再燃を

生じた IgG4 関連疾患の一例． 

第 35 回日本臨床リウマチ学会

（e-congress) 

雨池秀憲、菅原正成、神田真聡、鈴

木知佐子、畠中正光、高橋裕樹． 

IgG4 関連尿細管間質性腎炎に対する

MRI 拡散強調像（DWI-b800）の有用性に

関する検討． 

第 48 回日本臨床免疫学会総

会.(e-congress） 

高橋裕樹 IgG4 関連疾患-新たな展開- 第 117 回日本内科学会（東京） 

内田一茂、岡崎和一 消化器領域から見た IgG4 関連疾患研究

の進歩 自然免疫反応から見た 1 型自

己免疫性膵炎の病態生理 

第 63 回日本消化器病学会大会 

坪井洋人、本田文香、小野由湖、安

部沙織、高橋広行、近藤裕也、松本

功、住田孝之 

IgG4 関連疾患における RNA-Seq を用い

た T 細胞/B 細胞特異的発現遺伝子の同

定 

第 64 回日本リウマチ学会総会・

学術集会 

本田文香、坪井洋人、小野由湖、安

部沙織、高橋広行、伊藤清亮、山田

和徳、川野充弘、近藤裕也、松本

功、住田孝之 

IgG4 関連疾患モデルマウス（LAT マウ

ス）における CCL8/CCL1-CCR8 経路の解

析 

第 64 回日本リウマチ学会総会・

学術集会 
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伊野和馬、中野和久、岩田慈、中山

田真吾、園本格士朗、宮崎佑介、河

邊明男、吉成紘子、田中良哉 

低補体血症性蕁麻疹様血管炎が先行発

症した IgG4 関連腎臓病の一例 

第 61 回九州リウマチ学会 

藤田悠哉、中野和久、岩田慈、中山

田真吾、園本格士朗、宮﨑佑介、河

邊明男、吉成紘子、田中良哉 

SLE に IgG4 関連腎臓病を合併した一例 第 61 回九州リウマチ学会 

井上嘉乃，久保智史，中山田真吾， 

中野和久，岩田 慈，花見健太郎， 

福與俊介，宮川一平，宮崎佑介， 

河邊明男，田中良哉 

IgG4 関連疾患 (IgG4-RD) におけるフラ

クタルカイ ン受容体 (CX3CR1) 陽性ヘ

ルパー T 細胞の意義 

第 48 回日本臨床免疫学会総会 

宮崎 佑介、中山田 真吾、井上 

嘉乃、久保 智史、中野 和久、岩

田 慈、河邉 明男、吉成 紘子、

大久保 直紀、田中 良哉 

IgG4 関連疾患における免疫フェノタイ

ピングによる 

病原性細胞と治療標的の同定 

第 117 回日本内科学会総会 

Yoshino Inoue, Satoshi Kubo, 

Shingo Nakayamada, Kazuhisa 

Nakano, Shigeru Iwata, Kentaro 

Hanami, Shunsuke Fukuyo, Ippei 

Miyagawa, Yusuke Miyazaki, Akio 

Kawabe, Yoshiya Tanaka 

Fractalkine receptor (CX3CR1) 

positive helper T cells 

characterize IgG4-related disease 

(IgG4-RD) 

第 64 回日本リウマチ学会総会 

善利 麻理子, 比嘉 眞理子, 一城 

貴政, 土方 麻衣, 高橋 宏行, 石井 

壽晴, 仲里 朝周, 黒瀬 望, 正木 

康史, 弘世 貴久 

TAFRO 症候群の発症 3年前に多中心性

Castleman 病様リンパ増殖性疾患が存在

していた 1 例 

日本内科学会第 665 回関東地方

会 

20201212 東京 

藤本信乃, 山田和徳, 坂井知之, 川

端 浩, 水田秀一, 福島俊洋, 正木

康史 

薬剤性が疑われる大動脈炎を発症した

１例 

第 64 回日本リウマチ学会総会・

学術集会 

20200817 WEB 開催 

 辻聡一郎, 小黒英里, 井畑 淳, 和

泉泰衛, 岡本 亨, 片山雅夫, 末永

康夫, 末松栄一, 松井利浩, 吉澤 

滋, 尾崎吉郎, 藤井隆夫, 正木康

史, 松井 聖, 藤原弘士, 大島至

郎, 當間重人, 佐伯行彦 

全身性エリテマトーデスの活動性マー

カーとしての単球 CD64 分子数値 

第 64 回日本リウマチ学会総会・

学術集会 

20200817 WEB 開催 

柴田 匡, 藤本信乃, 柳澤浩人, 坂

井知之, 正木康史 

血管内大細胞型 B 細胞リンパ腫、皮膚

亜型の一例 

第 31 回日本老年医学会北陸地方

会 

20201031 石川 

内山理恵, 在田幸太郎, 柳澤浩人, 

藤本信乃, 坂井知之, 山田和徳, 川

端 浩, 福島俊洋, 水田秀一, 正木

康史 

高齢発症関節リウマチの増悪と化膿性

関節炎との鑑別が問題となった一例 

第 31 回日本老年医学会北陸地方

会 

20201031 石川 

正木康史 Castleman 病/TAFRO 症候群と検査 第 21 回日本検査血液学会学術集

会 

20200711 WEB 開催（石川） 
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臼井嘉彦 炎症性眼疾患における新規バイオマー

カーの創出 古典的検査からオミック

ス解析まで 

第 124 会日本眼科学会総

会，             

（2020 年 4 月 27 日-5 月 28 日 

Web 開催） 

禰津直也,臼井嘉彦,朝蔭正樹, 清水

広之,坪田欣也,山川直之, 高梨正

勝, 黒田雅彦, 後藤 

浩                               

眼窩リンパ増殖性疾患における miRNA

の網羅的解析. 

第 124 会日本眼科学会総

会，             

（2020 年 4 月 27 日-5 月 28 日 

Web 開催） 

濱岡祥子、高比良雅之、杉山和久 視神経周囲に腫瘤がみられた IgG4 関連

眼疾患の検討 

第 74 回 日本臨床眼科学会    

(2020 年 11 月 5 日～12 月 6 日 

Web 開催） 

Kawano M. Recent topics in diagnosis and 

treatment of IgG4-related disease. 

2020 ACR/ARP annual meeting 

（2020 年 11 月 9 日 Web 

meeting） 

川野充弘、佐伯敬子、中島衡、IgG4

関連腎臓病ワーキンググループ 

IgG4 関連腎臓病診断基準 2011 の改訂 第 63 回日本腎臓学会学術総会 

（2020 年 8 月 11 日 Web 

meeting） 

川野充弘 全身病としての IgG4 関連疾患に視る腎

病変  

第 50 回日本腎臓学会東部学術大

会 

（2020 年 9 月 27 日 Web 

meeting） 

Mizushima I, Yamano T, Kawahara 

H, Hibino S, Nishioka R, Zoshima 

T, Hara S, Ito K, Fujii H, 

Kawano M 

Positive disease-specific 

autoantibodies lower diagnostic 

sensitivity but have little 

clinical significance in diagnosing 

IgG4-related disease using the 2019 

ACR/EULAR classification 

criteria in daily clinical practice 

2020 EULAR 

（2020 年 6 月 6 日 Web 

meeting） 

佐伯敬子、川野充弘、乳原善文、谷

口義典、斉藤喬雄、中島衡 

IgG4 関連腎臓病(IgG4-RKD)診断基準の

検証-日本腎臓学会 IgG-RKD ワーキング

グループ(WG)による多施設研究 

第 64 回日本リウマチ学会総会 

（2020 年 8 月 17 日 Web 

meeting） 

Saeki T, Kawano M, Nagasawa T, 

Ubara Y, Tanigaki Y, Yanagita M, 

Nishi S, Nagata M, Hisano S, 

Yamaguti Y, Saito T, Nakashima H 

Validation of the 2019 ACR/EULAR 

classification criteria for IgG4-

related disease in a Japanese 

kidney disease cohort: a multi-

center retrospective study by the 

IgG4-related kidney disease (IgG4-

RKD) working group of the Japanese 

Society of Nephrology 

2020 EULAR 

（2020 年 6 月 6 日 Web 

meeting） 

佐伯敬子、川野充弘、長澤将、乳原

善文、谷口義典、柳田素子、西慎

一、長田道夫、山口裕、斉藤喬雄、

中島衡 

IgG4 関連腎臓病(IgG4-RKD)診断基準の

検証-日本腎臓学会 IgG-RKD ワーキング

グループによる多施設研究 

第 63 回日本腎臓学会学術総会 

（2020 年 8 月 11 日 Web 

meeting） 
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水島伊知郎, 山野高弘, 川原寛之, 

日比野真也, 柘植俊介, 蔵島乾, 西

岡亮, 原怜史, 伊藤清亮, 藤井博, 

川野充弘 

IgG4 関連動脈周囲炎における動脈硬化

の影響 

第 64 回日本リウマチ学会総会・

学術集会 

笠島里美 IgG4 関連動脈病変のマトリックスメタ

ロプロテナーゼ発現 

第 109 回日本病理学会総会 

川島篤弘，笠島里美 IgG4 関連疾患が疑われた収縮性心外膜

炎の 1 例 

第 109 回日本病理学会総会 

笠島里美 血管治療後の IgG4 関連腹部大動脈瘤の

予後予測因子 

第 67 回日本臨床検査医学会学術

集会 

笠島史成、山本宜孝、松本 康、川

島篤弘、笠島里美 

IgG4 関連血管病変における炎症所見、

血清 interleukin-6 上昇の意義 

第 120 回日本外科学会定期学術

集会 

笠島史成、山本宜孝、松本 康、川

島篤弘、笠島里美 

IgG4 関連炎症性腹部大動脈瘤に対する

外科的治療の有効性 

第 48 回日本血管外科学会学術総

会 

山本 洋，小松雅宙，安尾将法，牛

木淳人，上原 剛，中島智之，川上 

聡，松井祥子，花岡正幸 

Sarcoidosis における血清 CCL1 の疾患

活動性マーカーとしての有用性 

第 40 回日本サルコイドーシス/

肉芽腫性疾患学会総会 

小松 雅宙, 山本 洋, 曽根原 圭, 

町田 良亮, 市山 崇史, 牛木 淳人, 

安尾 将法, 本田 孝行, 花岡 正幸 

サルコイドーシス、IgG4 関連疾患にお

ける血清 CCL1 の検討 

第 60 回日本呼吸器学会学術講演

会 

Komatsu. M, Yamamoto. H, Yasuo. 

M, Aushiki. A, Nakajima. T, 

Uehara. T, Kawakami. S, Hanaoka. 

M 

Potential Utility of Serum C-C 

Chemokine Ligand 1 (CCL1) in 

Sarcoidosis: A Comparison to IgG4-

Related Disease 

ATS 2020 International 

Conference 

Masamichi Komatsu, Hiroshi 

Yamamoto, Shoko Matsui, Tomohisa 

Baba, Atsushi Miyamoto, Tomohiro 

Handa, Keisuke Tomii, Yuko 

Waseda, Masashi Bando, Haruyuki 

Ishii, Yasunari Miyazaki, Tae 

Iwasawa, Takeshi Johkoh, Akihiko 

Yoshizawa, Yasuhiro Terasaki, 

Akira Hebisawa, Tamiko Takemura, 

Yoshinori Kawabata, Masayuki 

Hanaoka, Takeshi Ogura 

Seventeen cases of “IgG4-positive 

interstitial pneumonia” 

characterized by elevated serum 

IgG4 levels and IgG4-positive 

plasma cell infiltrations in the 

lungs 

2020 ERS International 

Congress 

Midori Filiz Nishimura, Takuro 

Igawa, Tadashi Yoshino, Yasuharu 

Sato 

Clinicopathological analysis of 

lung lesions in plasma cell type 

idiopathic multicentric Castleman 

disease and IgG4-related disease 

第 109 回日本病理学会総会 

能登原憲司, 神澤輝実, 田尻琢磨, 

福嶋敬宜, 古川徹, 山口浩, 川茂

幸, 岡崎和一 

「自己免疫性膵炎生検診断のためのガ

イダンス」の作成 

第 51 回日本膵臓学会大会 
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能登原憲司 自己免疫性膵炎―生検診断における病

理像の捉え方と細胞診の意義 

第 59 回日本臨床細胞学会秋季大

会 

能登原憲司 スライドセミナー「膵の病理（非腫瘍

および腫瘍）」 

2020 年度国際病理アカデミー日

本支部病理学教育セミナー 

能登原憲司, 神澤輝実, 田尻琢磨, 

福嶋敬宜, 古川徹, 山口浩, 川茂

幸, 岡崎和一 

「自己免疫性膵炎生検診断のためのガ

イダンス」の作成 

第 109 回日本病理学会総会 
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学会発表 令和３年度 

発表者氏名 演題名 学会名 

Kazuichi Okazaki Current Perspectives on IgG4-

related Disease in the Field of 

Gastroenterology in Japan 

The 4th International 

Symposium on IgG4-RD 

渡邉浩二、神澤輝実、五十嵐良典 IgG4 関連胆嚢炎の臨床的検討 第 108 回日本消化器病学会総会

ワークショップ 

Koji Watanabe, Terumi Kamisawa Gallbladder wall thickening in 

patients with IgG4-related 

diseases, with special emphasis on 

IgG4-related cholecystitis 

第 4 回国際 IgG4 関連疾患シン

ポジウム 

仲程純、菊山正隆、堀口慎一郎、千

葉和郎、田畑宏樹、神澤輝実 

自己免疫性膵炎の維持療法終了後に膵

体部眼を発症した症例 

第 75 回日本消化器画像診断研

究会 

 

Takanori Sano, Kazuhiro Kikuta, 

Atsushi Masamune 

 

The M-ANNHEIM-AiP-Activity Score is 

useful for predicting relapse of 

type 1 autoimmune pancreatitis. 

The 4th International 

Symposium on IgG4-Realted 

Diseases. 

佐野貴紀, 菊田和宏, 正宗淳 

 

前向き追跡調査からみた自己免疫性膵

炎に対するステロイド治療の有効性と

有害事象の現 

第 107 回日本消化器病学会総会 

 

Kawa S, Maruyama M, Watanabe T. 

 

Main symposium 6 “Treatment 

guideline for IgG4-RD”, Damage in 

IgG4-RD. 

 

 

The 4th International 

Symposium on IgG4-related 

diseases. The 13th Annual 

Meeting of Japanese 

Association of IgG4-related 

disea. 

Masahiro Shiokawa,Takeshi 

Kuwada, Sakiko Ota, Takeharu 

Nakamura, Hiroyuki Yoshida, 

Nobuyuki Kakiuchi, Saiko Marui,  

Yuko Sogabe, Toshihiro Morita, 

Tomoaki Matsumori, Atsushi Mima, 

Yoshihiro Nishikawa, Tatsuki 

Ueda, Norimitsu Uza, Kodama Yuzo 

Tsutomu Chiba, Hiroshi Seno 

Antigens and autoantibodies in 

IgG4-RD: 

 Laminin-511, Galectin-3, Annexin-

11, and others 

 

 

 

 

 

The 4th International 

Symposium on IgG4-related 

diseases 

The 13th Annual Meeting of 

Japanese Association of 

IgG4-related diseases 

 

Tanaka A. 

 

Current topics on IgG4-related 

sclerosing cholangitis 

Shanghai International 

Conference of 

Gastroenterology 2021 

(Invited lecture) 

小島 英哲, 北郷 実, 岩崎 栄典, 

眞杉 洋平, 奥田 茂男, 八木 洋, 

阿部 雄太, 長谷川 康, 堀 周太郎, 

田中 真之, 中野 容, 北川 雄光 

 

自己免疫性膵炎の長期経過観察中に併

発した膵癌に対し膵体尾部切除術を施

行した一例 

日本消化器病学会関東支部例会 
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權田 真知, 孝橋 信哉, 長尾 佳映, 

猪股 典子, 植村 久尋, 増田 重人, 

芦名 茂人, 阿部 晶平, 山川 康平, 

辻前 正弘, 田中 雄志, 柿原 茉耶, 

田中 俊多, 山田 恭孝, 中野 遼太, 

酒井 新, 小林 隆, 塩見 英之, 増

田 充弘, 児玉 裕三 

IgG4 関連疾患 up-to-date:病態、診

断、治療の最新知見 当院における自

己免疫性膵炎の長期予後と悪性腫瘍の

発症および再燃リスク因子の検討 

 

日本膵臓学会 

 

濱田嵩史,田ノ上史郎,井戸章雄 

 

当科における自己免疫性膵炎と発癌リ

スクに関する検討 

第 118 回 日本消化器病学会九

州支部例会 

ワークショップ 2 

Yukako Kadomatsu, Shiroh Tanoue, 

Akio Ido 

 A case of IgG4-related sclerosing 

mesenteritis diagnosed by 

endoscopic ultrasonographic fine 

needle aspiration histology. 

The 4th International 

Symposium on IgG4-Related 

Diseases 

  

永幡 研, 神田 真聡, 菅原 正成, 

鈴木 知佐子, 高橋 裕樹 

IgG4 関連疾患における tubarial 

salivary glands 病変に関する検討 

第 65 回日本リウマチ学会 

川村 志野, 宮越 郁子, 藤田 梨恵, 

菅原 正成, 永幡 研, 鈴木 知佐子, 

神田 真聡, 高橋 裕樹, 山本 元久 

当院における IgG4 関連疾患患者の再燃

と服薬自己管理の現状 

 

第 65 回日本リウマチ学会 

 

 

永幡 研, 神田 真聡, 菅原 正成, 

鈴木 知佐子, 高橋 裕樹 

IgG4 関連疾患における血清 IgG4 値の早

期正常化は予後関連因子である 

第 29 回日本シェーグレン症候

群学会 

永幡 研, 神田 真聡, 菅原 正成, 

鈴木 知佐子, 高橋 裕樹 

IgG4 関連疾患における糖化アルブミン

に関する検討 

第 29 回日本シェーグレン症候

群学会 

Nagahata K, Kanda M, Sugawara M, 

Suzuki C, Takahashi H. 

 

Non-normalization of serum IgG4 

levels within 180 days after 

corticosteroid treatment can be a 

risk of disease relapse in IgG4-

related disease 

 

The 4th International 

Symposium on IgG4-Related 

Diseases 

The 13th Annual Meeting of 

Japanese Association of 

IgG4-Related Diseases 

Kazushige Uchida, Kazuichi 

Okazaki 

 

Immunological mechanisms in 

Pathophysiology of Type 1 

Autoimmune Pancreatitis, 

第 107 回日本消化器病学会総会 

The 3rd JSGE Asian Session  

Kazushige Uchida 

 

The immunological mechanisms 

involved in the pathophysiology of 

type 1 autoimmune pancreatitis. 

The 4th International 

Symposium on IgG4-related 

Disease: diagnosis and 

treatment development 

吉藤 元，権 淳英.  

 

【シンポジウム 3: IgG4 関連疾患の病

因・病態と治療】ヒト IgG4 ノックイン

マウスの検討.  

日本シェーグレン症候群学会

（オンライン），2021 年 9 月 25

日（口演） 
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坪井洋人、本田文香、安部沙織、高

橋広行、近藤裕也、松本功、住田孝

之 

 

RNA-Seq を用いた IgG4 関連疾患病変局

所の T/B 細胞特異的発現変動遺伝子の

同定 

 

 

 

第 65 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

 

本田文香、坪井洋人、安部沙織、高

橋広行、伊藤清亮、山田和徳、川野

充弘、浅野謙一、田中正人、近藤裕

也、松本功、住田孝之 

IgG4 関連疾患モデルマウス（LAT マウ

ス）における CCL8-CCR8 経路の病態形

成での役割と治療標的の可能性 

第 65 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

 

田渕大貴、坪井洋人、杉田稔貴、西

山泰平、寺崎真由、岡本翔太、寺崎

俊彦、清水優、本田文香、栁下瑞

希、藏田泉、大山綾子、安部沙織、

長田侑、髙橋広行、萩原晋也、近藤

裕也、住田孝之、松本功  

IgG4 関連疾患におけるステロイド治療

後の再燃例の検討    

 

第 65 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

 

 

本田文香、坪井洋人、東光裕史、安

部沙織、高橋広行、伊藤清亮、山田

和徳、川野充弘、浅野謙一、田中正

人、近藤裕也、松本功、住田孝之 

IgG4 関連疾患モデルマウス（LAT マウ

ス）における CCL8-CCR8 経路の病態形

成での役割と治療標的の可能性 

 

第 29 回 日本シェーグレン症

候群学会 学術集会 

 

相馬奈生、杉田稔貴、坪井洋人、植

松奈々、川島朗、佐藤亮太、安部沙

織、柳下瑞希、萩原晋也、近藤裕

也、松本功 

ステロイド減量後早期に冠動脈周囲腫

瘤の再燃を呈した IgG4 関連疾患の 1 例 

 

2021 年 日本 IgG4 関連疾患学

会 Web 症例検討会 

 

本田文香、坪井洋人、東光裕史、安

部沙織、高橋広行、伊藤清亮、山田

和徳、川野充弘、浅野謙一、田中正

人、近藤裕也、松本功、住田孝之 

IgG4 関連疾患モデルマウス（LAT マウ

ス）における CCL8-CCR8 経路の病態形

成での役割と治療標的の可能性 

第 49 回 日本臨床免疫学会総

会 

 

Yoshiya Tanaka 

 

Potential therapeutic targeting 

bridgefrom innate immunity to 

acquired immunity  

 

 

The 4th International 

Symposium on IgG4-related 

diseases, The 13th Annual 

Meeting of Japanese 

Association of IgG4-related 

diseases (special lecture) 

Kitayushu 

令和 3年 12 月 2-4 日 

Shingo Nakayamada, Yoshino 

Inoue, Satoshi Kubo, Yoshiya 

Tanaka 

 

T cell subset in IgG4-related 

disease 

 

The 4th International 

Symposium on IgG4-related 

diseases, The 13th Annual 

Meeting of Japanese 

Association of IgG4-related 

diseases (symposium) 

Kitayushu 

令和 3年 12 月 2-4 日 
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正木康史 

 

Castleman 病とその周辺疾患について 

 

日本リウマチ学会中部支部学術

集会第 32 回中部リウマチ学会 

特別企画、2021.09.17、WEB 開

催 

山之内弥矢, 山田和徳, 山﨑恵大, 

上田祐輔, 柳澤浩人, 岩男 悠, 在

田幸太郎, 河南崇典, 坂井知之, 水

田秀一, 福島俊洋, 古市賢吾, 正木

康史 

間質性肺炎に加え半月体形成性腎炎を

呈したシェーグレン症候群の１例 

 

第 29 回日本シェーグレン症候

群学会学術集会、2021.09.24、

WEB 開催 

Yasufumi Masaki 

 

Related disease on Castleman 

disease 

 

The 1st International 

Symposium on Castleman 

Disease、2021.09.16、WEB 開

催． 

  

林 義大、小西一典、高垣雄太、中

川 淳、平井太郎、門野 至、北田

宗弘、古家大祐、在田幸太郎、正木

康史 

骨髄異形成症候群に合併した両側副腎

梗塞の１例、第 245 回日本内科学会北

陸地方会 

 

  

2021.09.05、ハイブリット開催

（内灘）  

 

上田祐輔, 柳澤浩人, 岩男 悠, 在

田幸太郎, 坂井知之, 河南崇典, 山

田和徳, 水田秀一, 福島俊洋, 正木

康史  

 

本態性血小板血症から発症した前駆 T

細胞性急性リンパ芽球性白血病の一例 

 

第 39 回日本血液学会北陸地方

会、2021.07.10、WEB 開催． 

 

  

藤本信乃, 山田和徳, 坂井知之, 水

田秀一, 川端 浩, 正木康史 

メポリズマブ投与中に再燃した好酸球

性多発血管炎性肉芽腫症(EGPA)の１例 

第 65 回日本リウマチ学会総

会・学術集会、2021.04..26、

WEB 開催． 

Goto H. Demography, clinical manifestations 

and differential diagnosis of IgG4-

related ophthalmic disease. 

The 4th International 

Symposium on 

IgG4-Related Diseases 

Takahira M, Hamaoka S, Yamada Y, 

Nakazawa K, Sugiyama K. 

Cases of IgG4-positive orbital MALT 

lymphoma.  

The 4th International 

Symposium on 

IgG4-Related Diseases 

Usui Y, Nezu N, Asakage M, 

Shimizu H, Tsubota K, Kuroda M, 

Goto H. 

Distinctive Tissue and Serum 

MicroRNA Profile of IgG4-Related 

Ophthalmic Disease and MALT 

Lymphoma． 

The 4th International 

Symposium on 

IgG4-Related Diseases 

Tsubota K, Usui Y, Nemoto R, 

Goto H.  

 

Identification of markers 

predicting clinical course in 

patients with IgG4-related 

ophthalmic disease by unbiased 

clustering analysis. 

The 4th International 

Symposium on 

IgG4-Related Diseases 
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Wakita R, Usui Y, Asakage M, 

Shimizu H, Nezu N, Yamakawa N, 

Sugimoto M, Goto H.  

Leveraging multilayered omics data 

for IgG4-related ophthalmic 

disease. 

The 4th International 

Symposium on 

IgG4-Related Diseases 

Shimizu H, Usui Y, Sugimoto M, 

Tsubota K, Nezu N, Asakage M, 

Wakita R, Goto H.  

Metabolic profiles of IgG4-related 

ophthalmic disease and orbital MALT 

lymphoma. 

The 4th International 

Symposium on 

IgG4-Related Diseases 

高比良雅之、安積淳、臼井嘉彦、大

島浩一、小川葉子、尾山徳秀、北川

和子、鈴木茂伸、 

曽我部由香、辻英貴、古田実、 後

藤浩 

IgG4 関連眼疾患の診断基準の改定なら

びに重症度分類の策定について 

第 38 回日本眼腫瘍学会 2021 

山田祐太朗、高比良雅之、濱岡祥

子、杉山和久 

光覚なしから視力が改善した IgG4 関連

視神経症の１例 

第 38 回日本眼腫瘍学会 2021 

高比良雅之 

 

IgG4 関連眼疾患の鑑別疾患 

 

第 29 回日本シェーグレン症候

群学会学術集会 

 

 

赤水尚史 

 

甲状腺分野における過去 30 年の進歩と

未来 

 

第 31 回臨床内分泌代謝 Update 

 

 

川野充弘 

 

IgG4 関連疾患ーACR/EULAR 分類基準と

我が国の経験ー 

 

第 65 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

 

 

Kawano M. 

 

IgG4-related kidney disease and 

IgG4-related 

periaortitis/retroperitoneal 

fibrosis 

23rd Asia-Pacific League of 

Associations for 

Rheumatology Congress 

Kawano M. 

 

IgG4-related disease and 

multicentric Castleman disease  

 

  

The 1st International 

Symposium on Castleman 

Disease  

Kawano M. 

 

Are two types of pathophysiology 

happening at the same time in IgG4-

related kidney disease? 

4th International Symposium 

on IgG4-related diseases 

水島伊知郎、申崇、宮永達人、吉延

貴弘、干場涼平、蔵島乾、西岡亮、

原怜史、鈴木康倫、伊藤清亮、川野

充弘 

2019ACR/EULAR 分類基準を用いた IgG4

関連疾患診断における疾患特異的自己

抗体陽性の意義 

第 65 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

 

  IgG4 関連疾患における血清 IgA 高値例

の検討 

 

第 65 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 
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柘植俊介、水島伊知郎、藤澤雄平、

西岡亮、蔵島乾、原怜史、鈴木康

倫、伊藤清亮、川野充弘 

 

山本元久、上原昌晃、山崎広貴、吉

川賢忠、水島伊知郎、庄田宏文、吉

藤元、川野充弘、髙橋裕樹、藤尾圭

志、田中廣壽 

機械学習に基づく IgG4 関連疾患の診断

支援の試み 

 

第 65 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

  

春藤英明、藤井博、鈴木一如、中島

昭勝、干場涼平、伊藤清亮、水島伊

知郎、川野充弘 

頚部リンパ節病変のみの IgG4 関連リン

パ節症と考えられた 2例 

第 65 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

道谷直樹、藤井博、鈴木一如、中島

昭勝、西岡亮、水島伊知郎、川野充

弘 

血清 IgG4 値正常の IgG4 関連疾患の特

徴 

第 65 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

朝倉啓太、須田拓也、鈴木一如、藤

井博、中島昭勝、水島伊知郎、川野

充弘 

 

Mortality and its related factors 

in patients with IgG4-related 

disease: A Japanese single-center 

 study 

EULAR 2021 

 

朝倉啓太、須田拓也、鈴木一如、藤

井博、中島昭勝、水島伊知郎、川野

充弘 

検尿異常及び画像所見を認めず、腎生

検で典型的な IgG4 関連腎臓病の病理所

見を示した一例 

第 32 回中部リウマチ学会学術

集会 

吉田美咲、水島伊知郎、小市真琴、

川原寛之、眞田創、高橋芳徳、柘植

俊介、蔵島乾、西岡亮、原怜史、伊

藤清亮、川野充弘 

リンパ節生検 7 年後に IgG4 関連疾患を

疑う膵・腎病変を認めた一例 

 

第 29 回日本シェーグレン症候

群学会 

 

Kasashima F, Matsumoto Y, 
Kawashima A,  Kasashima S 

Predictors of the progression of IgG4-
relataed AAA after endovascular therapy 
 

The 4th International Symposium 
of IgG4-related Disease:  
diagnosis and treatment 
development Joint with the 13th 
Annual  
meeting of the Japanese 
Association of IgG4-related 
disease, 2021,12, 2-4th 
 

 

Kasashima S, Kawashima A, Kurose N, 
Ikeda H, Ozaki S 

 

Histopathological analysis of the tertiary 
lymphoid tissue of IgG4-related sclerosing 
sialadenitis 

 

 

The 4th International Symposium 
of IgG4-related Disease:  
diagnosis and treatment 
development Joint with the 13th 
Annual  
meeting of the Japanese 
Association of IgG4-related 
disease, 2021, 12, 2-4th 
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Ishisaka N Aortic and arterial involvement of IgG4-
related disease 

The 4th International Symposium 
of IgG4-related Disease:  
diagnosis and treatment 
development Joint with the 13th 
Annual  
meeting of the Japanese 
Association of IgG4-related 
disease, 2021, 12, 2-4th 

笠島里美 

 

IgG4 関連疾患と細胞診；IgG4 関連胸膜

病変へのアプローチ (教育講演) 

 

第 60 回日本臨床細胞学会秋期

大会 2021 年 11 月 20 日 

 

梅原瑤子，笠島里美，川島篤弘，黒

瀬望，池田博子，尾崎聡 

 

IgG4 関連硬化性唾液腺炎における三次

性リンパ組織の形態学的解析 

 

第 75 回国立病院総合医学会 

2021 年 10 月 23 日 

 

 

  

笠島史成，池田知歌子，松本康，川

島篤弘，笠島里美 

 

IgG4 関連炎症性腹部大動脈瘤に対する

EVAR 後の予後因子 

 

第 62 回日本脈管学会総会 

2021 年 10 月 14 日 

 

 

 

笠島史成，池田知歌子，松本康，川

島篤弘，笠島里美 

 

IgG4 関連炎症性腹部大動脈瘤に対する

ステントグラフト内挿術後の予後因子 

 

 

第 121 回日本外科学会定期学術

集会 2021 年 4 月 8−10 日 

 

笠島里美，川島篤弘，黒瀬望，池田

博子，尾崎聡 

 

IgG4 関連硬化性唾液腺炎における三次

性リンパ組織の形態学的解析 

Histopathological analysis of 

tertiary lymphoid tissue of IgG4-

related sclerosing sialadenitis 

 

 

第 110 回日本病理学会総会，

2021 年 4 月 22−24 日 

 

松本康，笠島里美，笠島史成，池田

知歌子 

Matsui S, Okazawa S, Tokui K, 

Azechi K, Tanaka N, Hayashi K, 

Taka C, Imanishi S, Kambara K, 

Inomata M, Tobe K.  

 

IgG4 関連心疾患（心膜，冠動脈，腫

瘍）の治療方針 

Malignancies concomitant with IgG4-

related respiratory disease. 

 

第 51 回日本心臓血管外科学会

学術総会 2021 年 2 月 19−21 日 

ATS 2021 International 

Coference 

 

 

Matsui S, Okazawa S, Tokui K, 

Kambara K, Imanishi S, Taka C, 

Inomata M, Komatsu M, Yamamoto 

H, Tobe K 

 

Allergy in IgG4-related disease. 

 

The 25th Congress of the 

Asian pacific Society of 

Respirology 

 

Matsui S 

 

Involvement of circulatory and 

respiratory organs in IgG4-RD 

 

The 4th International 

Symposium on IgG4-related 

Disease/The 13th Annual 
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meeting of Japanese 

association of IgG4-related 

Disease. 

Waseda Y, Kimura S, Sonoda T, 

Mitsui M, Kadowaki M, Umeda Y, 

Anzai M, Handa T, Yamamoto H, 

Minamoto S, Egashira R, Tabata 

K, Sato Y, Matsui S, Ishizuka T 

 

A case of anti-synthetase syndrome 

requiring differentiation from 

IgG4-related disease with 

interstitial lung disease alone 

 

The 4th International 

Symposium on IgG4-related 

Disease/The 13th Annual 

meeting of Japanese 

association of IgG4-related 

Disease. 

Niwamotpo T, Handa T, Matsui S, 

Yamamoto H, Komatsu M, Kawakami 

S, Fujinaga Y, Waseda Y, 

Minamoto S, Tanizawa K, Mori R, 

Yoshifuji H, Shiokawa M, 

Sakamoto R, Hirai T 

 

Quantitative chest analysis of 

igG4-related respiratory disease, 

multicentric Castleman’s disease, 

and sarcoidosis 

 

The 4th International 

Symposium on IgG4-related 

Disease/The 13th Annual 

meeting of Japanese 

association of IgG4-related 

Disease. 

Masamichi Komatsu, Hiroshi 

Yamamoto, Takeshi Uehara, 

Yukihiro Kobayashi, Tomoyuki 

Fujisawa, Atsushi Miyamoto, 

Tomoo Kishaba, Masaki Okamoto, 

Takafumi Suda, Masayuki Hanaoka. 

 

Lung infiltration of immunoglobulin 

g1- and G4-positive cells is a 

prognostic marker for idiopathic 

interstitial pneumonias 

 

ATS 2021 International 

Coference 

 

山本洋, 小松雅宙, 上原剛, 小林幸

弘, 藤澤朋幸, 宮本篤, 喜舎場朝

雄, 岡元昌樹, 須田隆文, 花岡正幸 

 

本邦の特発性間質性肺炎（IIPs）にお

ける IgG4、IgG1 陽性細胞浸潤の実態と

臨床的意義 

 

第 118 回日本内科学会講演会 

一般演題発表 

 

松井祥子, 小松雅宙, 山本 洋, 半

田知宏, 早稲田優子, 源 誠二郎, 

蛇澤 晶. 

 

IgG4 関連呼吸器疾患診断基準の検討 

 

第 29 回日本シェーグレン症候

群学会 

 

Niwamoto T, Handa T, Matsui S, 

Yamamoto H, Komatsu M, Kawakami 

S, Fujinaga Y, Waseda Y, 

Minamoto S, Tanizawa K, Mori R, 

Yoshifuji H, Shiokawa M, 

Sakamoto R, Hirai T.  

 

Quantitative chest CT analysis of 

IgG4-related respiratory disease, 

multicentric Castleman's disease, 

and sarcoidosis.  

 

The 4th International 

Symposium on IgG4-Related 

Diseases. Kitakyushu, Japan, 

2021.12.2 

 

Asami Nishikori, Midori Filiz 

Nishimura, Yoshito Nishimura, 

Kenji Notohara, Akira Satou, 

Masafumi Moriyama, Seiji 

Nakamura, Yasuharu Sato 

 

Investigation of IgG4-positive 

cells in idiopathic multicentric 

Castleman disease and validation of 

the 2020 exclusion criteria for 

IgG4-related disease. 

 

The 4th International 

Symposium on IgG4-Related 

Diseases: diagnosis and 

treatment development(令和 3

年 12 月 2 日～12 月 4 日 ハイブ

リッド開催) 
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Akira Satou 

 

IgG4-related lymphadenopathy and 

the criteria for excluding 

mimickers  

 

The 4th International 

Symposium on IgG4-Related 

Diseases 

The 13th Annual Meeting of 

Japanese Association of 

IgG4-Related Disases 

佐藤啓 

 

非腫瘍性リンパ節病変の臨床像、病理

組織像、そして細胞像 

第 60 回 日本臨床細胞学会秋

期大会 

 

山本侑季、佐藤啓 

 

胃に発生した IgG4 関連疾患の一例 

 

第 67 回 日本病理学会秋季特

別総会 

 

Kenji Notohara, Atsushi Ueda, 

Takashi Koyama, Yasunori Ueda 

 

Distinction between IgG4-related 

disease and idiopathic multicentric 

Castleman disease 

 

The 4th International 

Symposium on IgG4-Related 

Diseases 

 

Kenji Notohara, Terumi Kamisawa, 

Noriyoshi Fukushima, Toru 

Furukawa, Takeshi Uehara, Satomi 

Kasashima, Tsukasa Ikeura, 

Shigeyuki Kawa, Kazuichi Okazaki 

 

Guidance for diagnosing autoimmune 

pancreatitis with biopsy samples 

 

The 4th International 

Symposium on IgG4-Related 

Diseases 

 

能登原憲司 

 

膵の病理（非腫瘍および腫瘍） 

 

国際病理アカデミー日本支部 

スライドセミナー 

 

Kenji Notohara 

 

Biopsy diagnosis of IgG4-related 

disease in the digestive organs 

 

The 12th Asia Pacific 

International Academy of 

Pathology Congress 

 

能登原憲司 

 

消化器領域 IgG4 関連疾患の生検診断 

 

第 29 回日本消化器関連学会週

間（JDDW） 

 

能登原憲司 

 

胃生検による IgG4 関連疾患の診断は可

能か？ 

 

第 52 回日本膵臓学会大会 

 

内野かおり、能登原憲司、上原剛、

倉石康弘、板倉淳哉、松川昭博 

 

IgG4 関連消化器病変の診断における胃

生検の有用性 

 

第 110 回日本病理学会総会 

 

能登原憲司 

 

系統的病理診断講習会：IgG4 関連疾患

の病理診断 

 

第 110 回日本病理学会総会 
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学会発表 令和４年度 

発表者氏名 演題名 学会名 

Yoshifuji H. Member Society Symposium: IgG4-

related disease − Past, present 

and future −. The diagnosis of 

IgG4-related disease.  

AOCC 2022 

吉藤 元, 石川 秀樹, 中村 誠司.  【シンポジウム 20 難病レジストリ

研究の進捗状況】 IgG4 関連疾患の

レジストリ研究.  

ATS 2022 International 

Conference 

Y.MASAKI, H.NAKASE, Y.TSUJI, 

M.NOJIMA, K.SHIMIZU, N.MIZUNO, 

T.IKEURA, K.UCHIDA, A.IDO, 

Y.KODAMA, H.SENO, K.OKAZAKI, 

S.NAKAMURA, A.MASAMUNE  

The clinical efficacy of 

azathioprine as maintenance 

treatment for autoimmune 

pancreatitis: a systematic review 

and meta-analysis  

Digestive Disease Week 2022 

Horibe, Masayasu; Iwasaki, 

Eisuke; Tsuji, Yoshihisa; 

Toshihiko, Mayumi; Sanui, 

Masamitsu; Eguchi, Takaaki; 

Emoto, Ken; Oshima, Taku; 

Yokota, Takuya; Kayashima, 

Atsuto; Yamamoto, Satoshi; 

Izai, Junko; Goto, Takashi; 

Chiba, Nobutaka; Ikeura, 

Tsukasa; Miyata, Hiroaki; 

Takeyama, Yoshifumi; Okazaki, 

Kazuichi; Kanai, Takanori 

Predicting outcomes using an 

early hospitalization 

pancreatitis activity scoring 

system: a large prospective 

multicenter study  

DDW2022 

高比良雅之,安積淳,白井嘉彦,大島

浩一,小川葉子,尾山徳秀,北川和

子,鈴木茂伸,曽我部由香,辻英貴,

古田実,後藤浩 

IgG4 関連疾患診察ガイダンスにおけ

る眼科関連項目の検討 

DDW2022 

坪井洋人、浅島弘充、東光裕史、

本田文香、安部沙織、高橋広行、

近藤裕也、松本功、住田孝之 

RNA-Seq を用いた IgG4 関連唾液腺炎

病変局所の T/B 細胞特異的発現変動

遺伝子の同定とパスウェイ解析 

ERS 2022 Congress 

Hisanori Umehara APLAR: Updates on IgG4-related 

Disease 

ACR 2022 Global 

Rheumatology Community Hub 

植松奈々、坪井洋人、川島朗、川

島典奈、杉田稔貴、佐藤亮太、寺

崎真由、本田文香、柳下瑞希、大

山綾子、安部沙織、萩原晋也、近

藤裕也、松本功 

IgG4 関連疾患包括診断基準 2020 の

有用性の検証 

EULAR 2022 

Hiroto Tsuboi, Fumika Honda, 

Hirofumi Toko, Ayako Kitada, 

Yuya Kondo, Takayuki Sumida, 

and Isao Matsumoto 

New era of molecular targeted 

therapy for IgG4-related disease 

EULAR 2022 

小松 雅宙、山本 洋、松井 祥子、

寺崎 泰弘、蛇澤 晶、岩澤 多恵、

上甲 剛、馬場 智尚、宮本 篤、半

田 知宏、富井 啓介、早稲田 優

子、坂東 政司、石井 晴之、宮崎 

泰成、吉澤 明彦、武村 民子、河

端 美則、花岡 正幸、小倉 高志 

IgG4 陽性間質性肺炎と IgG4 関連呼

吸器疾患：診断と臨床経過について  

EULAR 2022 
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Kenji Notohara Hitological diagnosis of 

autoimmune pancreatitis; it's not 

only a matter of IgG4 

EULAR 2022 

島崎千奈、柳下瑞希、植松奈々、

川島朗、川島典奈、佐藤亮太、寺

崎真由、安部沙織、萩原晋也、近

藤裕也、坪井洋人、松本功 

サルコイドーシス様の心病変を合併

した IgG4 関連疾患の一例  

EULAR 2022 Congress 

能登原憲司 膵の病理（非腫瘍および腫瘍） Federation of Clinical 

Immunology Societies 

(FOCIS) 2022 Annual Meeting 

Member Society Symposium 

hosted by Japanese Society 

of Clinical Immunology 

能登原憲司 自己免疫性膵炎に対する EUS-FNA の

細胞診について（病理から） 

FOCIS 2022 

Kenji Notohara, Terumi 

Kamisawa, Toru Furukawa, 

Noriyoshi Fukushima, Tsukasa 

Ikeura, Shigeyuki Kawa, 

Kazuichi Okazaki 

Interobserver agreement study on 

biopsy-based diagnosis of type 1 

autoimmune pancreatitis 

FOCIS2022（サンフランシス

コ・オンライン）, 2022 年 6

月 21 日（吉藤口演） 

岩崎栄典, 奥田茂男, 堀部昌靖, 

川崎慎太郎, 町田雄二郎, 茅島

敦人, 中島悠貴, 岡田はるか, 

水上耀介, 金井隆典 

自己免疫性膵炎治療介入効果判定に

おけるシネダイナミック MRI を用い

た膵液流の検討 

JDDW2022 

Kenji Notohara Pathological features of IgG4-

related disease (IgG4-RD) 

JDDW 2022  

Kenji Notohara, Terumi 

Kamisawa, Toru Furukawa, 

Noriyoshi Fukushima, Takeshi 

Uehara, Satomi Kasashima, 

Tsukasa Ikeura, Shigeyuki Kawa, 

Kazuichi Okazaki 

Concordance of the histological 

diagnosis of autoimmune 

pancreatitis with EUS-FNB 

specimens 

Spring meeting of 

OGPath/IAP Austria 

正宗淳, 粂潔, 菊田和宏, 濱田晋, 

滝川哲也, 三浦晋, 松本諒太郎, 

池田未緒, 佐野貴紀, 片岡史弥, 

佐々木滉, 坂野美紗子, 林秀大 

治療に難渋した当院の 1 型自己免疫

性膵炎症例 

The 13th Annual Meeting of 

Japan Society for 

Inflammatory Bowel Disease

（第 13 回  日本炎症性腸疾患

学会学術集会） 

佐野貴紀, 菊田和宏, 粂潔, 濱田

晋, 滝川哲也, 三浦晋, 松本諒太

郎, 池田未緒, 片岡史弥, 佐々木

滉, 坂野美紗子, 林秀大, 正宗淳 

1 型自己免疫性膵炎における 

M-ANNHEIM-AiP-Activity-Score と

IgG4-RD Responder Index の比較 

The 4th International 

Symposium on IgG4 

Takanori Sano, Kazuhiro Kikuta, 

Akira Sasaki, Fumiya Kataoka, 

Mio Ikeda, Yu Tanaka, Ryotaro 

Matsumoto, Naoki Yoshida, 

Tetsuya Takikawa, Shin Miura, 

Shin Hamada, Kiyoshi Kume, 

Atsushi Masamune 

Monitoring of serum IgG4 levels 

is useful in the follow-up of 

patients with type 1 autoimmune 

pancreatitis 

The 4th International 

Symposium on IgG4-Related 

Diseases: diagnosis and 

treatment development. 

池宗真美、内田一茂、池浦 司、

長沼 誠、岡崎和一 

１型自己免疫性膵炎における自然リ

ンパ球の検討 

第 14 回 IgG4 関連疾患学術集

会 

永幡 研，神田真聡，菅原正成，

鈴木知佐子，高橋裕樹 

IgG4 関連涙腺・唾液腺炎における 2

ペア以上の涙腺・唾液腺腫脹は IgG4

関連疾患の診断を支持するのか 

第 14 回 IgG4 関連疾患学会 
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柘植俊介、藤井博、玉井慎美、水

島伊知郎、吉田美咲、鈴木信博、

高橋芳徳、竹治明梨、堀田成人、

藤澤雄平、松永貴弘、蔵島乾、西

岡亮、額裕海、原怜史、谷悠紀

子、鈴木康倫、伊藤清亮、山田和

徳、中崎聡、池田啓、中島裕史、

川上純、川野充弘 

住民検診データを用いた一般人口に

おける血清 IgG4 高値に関わる因子と

IgG4 関連疾患発症に関する検討 

第 14 回 IgG4 関連疾患学会 

神田真聡，亀倉隆太，永幡 研，

菅原正成，鈴木知佐子，高野賢

一，高橋裕樹 

デュピルマブを投与した IgG4 関連疾

患の 4 症例 

第 14 回 IgG4 関連疾患学会学

術集会 

亀倉隆太，山本圭佑，大國 毅，

神田真聡，山本元久，高橋裕樹，

高野賢一 

IgG4 関連疾患における末梢ヘルパー

T 細胞サブセットの役割の検討 

第 14 回 IgG4 関連疾患学会学

術集会 

Shiokawa M, Kuwada T, Kodama 

Y,Uza N, Chiba T,Seno H. 

Identification of an Anti-

Integrin αvβ6 

Autoantibody in Patients with 

Ulcerative Colitis 

第 14 回日本 IgG4 関連疾患学

会学術集会 

T. Kuwada, M. Shiokawa, H. 

Okada, Y. Nishikawa, T. 

Matsumori, N. Uza, Y. Kodama, 

T. Chiba, H. Seno. 

New Autoantibody In Patients With 

Ulcerative Colitis  

第 14 回日本 IgG4 関連疾患学

会学術集会 

辻前正弘、増田充弘、重里徳子、

児玉裕三 

2 型自己免疫性膵炎が疑われた 2 例 第 14 回日本 IgG4 関連疾患学

会学術集会 

佐伯敬子、長澤将、乳原善文、谷

口義典、柳田素子、西慎一、長田

道夫、山口裕、斉藤喬雄、中島

衡、川野充弘 

低補体血症に有無による IgG4 関連腎

臓病(IgG4-RKD)の臨床・腎病理所見

の違い-日本腎臓学会 IgG-RKD ワーキ

ンググループ(WG)による多施設研究 

第 14 回日本 IgG4 関連疾患学

会学術集会  

桒田威, 塩川雅広, 松森友昭, 本

澤有介,山本修司, 宇座徳光, 児玉

裕三, 千葉勉, 妹尾浩. 

潰瘍性大腸炎における新規自己抗体 第 14 回日本 IgG4 関連疾患学

会学術集会（2023.03.4-5, 金

沢） 

 深井亮祐、臼井嘉彦、脇田 遼、

朝蔭政樹、清水広之、禰津直也、

山川直之、杉本昌弘、後藤 浩 

IgG 4 関連眼疾患の生検組織を用い

たトランスオミックス解析 

第 14 回日本 IgG4 関連疾患学

会学術集会（2023.03.4-5, 金

沢） 

川野充弘 IgG4 関連腎臓病の診断と治療の最新

戦略 

第 42 回日本画像医学会学術集

会 

末永敦彦、大庭悠貴、井熊大輔、

水野裕基、山内真之、関根章成、

長谷川詠子、諏訪部達也、河野

圭、木脇圭一、藤井丈士、大橋健

一、鈴木義之、乳原善文、澤直樹 

アルコール性脂肪肝炎の治療経過中

に発症した IgG4 関連腎臓病の 1 例 

第 36 回日本眼窩疾患シンポジ

ウム（2022,11,05, 大阪府府

中市） 
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川野充弘 IgG4 関連動脈周囲炎/後腹膜線維症

の臨床 

第 39 回日本眼腫瘍学会

（2022,09,17 東京） 

錦織亜沙美，佐藤康晴 特発性多中心性キャッスルマン病か

らみる IgG4 関連疾患の病因論的ア

プローチ 

第 81 回 日本癌学会学術総会 

山本修司，桒田威，塩川雅広. 潰瘍性大腸炎治療における抗αvβ6

インテグリン抗体の意義 

第 126 回日本眼科学会総会

（2022.4.14-17, 東京） 

小松雅宙, 山本 洋, 松井祥子, 

寺崎泰弘，蛇澤晶，岩澤多恵，上

甲剛，馬場智尚，宮本篤，半田知

宏，富井啓介，早稲田優子，坂東

政司，石井晴之，宮崎泰成，吉澤

明彦，武村民子，河端美則，花岡

正幸，小倉高志． 

IgG4 陽性間質性肺炎と IgG4 関連呼

吸器疾患：診断と臨床経過について 

第 62 回日本呼吸器学会学術講

演会 

松井祥子, 山本 洋, 半田知宏, 

早稲田優子, 源 誠二郎, 蛇澤 

晶, 小松雅宙, 岡澤成祐, 山本元

久, 髙橋裕樹, 梅田雅孝, 折口智

樹, 佐伯敬子 

 IgG4 関連呼吸器疾患 115 例の臨床

的検討 

第 62 回日本呼吸器学会学術講

演会 

水島伊知郎, 小市真琴, 朝倉啓太, 

宮永達人, 干場涼平, 眞田創, 髙

橋芳徳, 柘植俊介, 蔵島乾, 西岡

亮, 原怜史, 伊藤清亮, 川野充弘 

寛解経過中に膜性腎症単独の発症を

認めた IgG4 関連腎臓病の 1 例 

第 42 回日本サルコイドーシス

/肉芽腫症学会 

シンポジウム、「IgG4 関連疾

患 update」 

佐伯敬子、長澤将、乳原善文、谷

口義典、柳田素子、西慎一、長田

道夫、山口裕、斉藤喬雄、中島

衡、川野充弘 

IgG4 関連腎臓病(IgG4-RKD)における

補体系の役割 

第 42 回日本サルコイドーシス

/肉芽腫性疾患学会総会 

川野充弘 IgG4 関連疾患 ―皮膚病変と他臓器

病変ー  

第 42 回日本サルコイドーシス

/肉芽腫性疾患学会総会 

川野充弘 IgG4 関連腎臓病：診断基準の改訂及

び長期予後の検討  

第 30 回日本シェーグレン症候

群学会 

佐伯敬子 実臨床からみた IgG4 関連腎臓病の治

療 

第 30 回日本シェーグレン症候

群学会 

佐伯敬子、長澤将、乳原善文、谷

口義典、柳田素子、西慎一、長田

道夫、山口裕、斉藤喬雄、中島

衡、川野充弘 

低補体血症の有無による IgG4 関連腎

臓病の臨床、病理学的差異 

第 30 回日本シェーグレン症候

群学会 

Mizushima I, Saeki T, Kobayashi 

D, Hayashi H, Taniguchi Y, 

Nakata H, Matsui S, Nagasawa T, 

Yanagita M, Kawano M 

Immunoglobulin G4-related kidney 

disease’s predisposition to 

chronic renal dysfunction, 

complications of malignancy, and 

mortality: a long-term nationwide 

multicenter study in Japan 

第 30 回日本シェーグレン症候

群学会学術集会 
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Tsuge S, Fujii H, Tamai M, 

Mizushima I, Yoshida M, Suzuki 

N, Takahashi Y, Takeji A, 

Horita S, Fujisawa Y, Matsunaga 

T, Zoshima T, Nishioka R, Nuka 

H, Hara S, Tani Y, Suzuki Y, 

Ito K, Yamada K, Nakazaki S, 

Kawakami A, Kawano M 

Factors related to serum IgG4 

elevation and development of 

IgG4-related disease: data from 

resident examination 

第 30 回日本シェーグレン症候

群学会学術集会 

Saeki T, Nagasawa T, Ubara Y, 

Taniguchi Y, Yanagita M, Nishi 

S, Nagata M, Yamaguchi Y, Saito 

T, Nakashima H, Kawano M. 

Comparison of clinicopathological 

features between patients with 

and without hypocomplementemia in 

IgG4-related kidney disease 

(IgG4-RKD): a multi-center study 

by the Japanese Society of 

Nephrology IgG4-RKD working group  

第 30 回日本シェーグレン症候

群学会学術集会 

小市真琴, 水島伊知郎, 川原寛之, 

眞田創, 吉田美咲, 髙橋芳徳, 柘

植俊介, 蔵島乾, 西岡亮, 原怜史, 

伊藤清亮, 川野充弘 

IgG4 関連疾患の経過中に M 型ホスホ

リパーゼ A2 受容体（PLA2R）関連膜

性腎症を発症した一例 

第 30 回日本シェーグレン症候

群学会学術集会 

水島伊知郎, 佐伯敬子, 小林大介, 

林宏樹, 谷口義典, 中田紘介, 松

井祥子, 長澤将, 柳田素子, 川野

充弘 

IgG4 関連腎臓病の長期予後調査 第 30 回日本シェーグレン症候

群学会学術集会 

川原寛之, 水島伊知郎, 西岡亮, 

川野充弘 

緩徐に拡大傾向を示し加療方針に苦

慮した IgG4 関連冠動脈瘤の一例 

第 30 回日本シェーグレン症候

群学会学術集会（2022.09.16, 

金沢） 

高橋裕樹 IgG4 関連疾患（Meet the Expert） 第 30 回日本シェーグレン症候

群学術集会 

柾木喜晴, 仲瀬裕志, 正宗淳 自己免疫性膵炎の維持療法としての

アザチオプリンの有用性 

第 108 回日本消化器病学会総

会 

堀部昌靖、岩崎栄典、金井隆典 前向き大規模多施設研究における急

性膵炎の様々なスコアリングシステ

ムの検証 

第 108 回日本消化器病学会総

会 

權田真知、増田充弘、児玉裕三 自己免疫性膵炎の長期経過における

再燃・ステロイド依存のリスク因子

および悪性腫瘍の発症に関する検討 

第 108 回日本消化器病学会総

会 

曽根久美子、馬詰和比古、後藤 

浩、林 映、片桐誠一郎 

IgG4 関連眼疾患の治療経過中に複数

の悪性リンパ腫を発症した 1 例 

第 108 回日本消化器病学会総

会 

辻前正弘、増田充弘、児玉裕三 自己免疫性膵炎診断における EUS-

FNA の位置づけに関する多機関共同

研究 

第 103 回日本消化器内視鏡学

会総会 

亀山尚弘,川上裕次郎,世戸凌太,廣

部洋輔,柾木喜晴,室田文子,阿久津

典之,木村康利,仲瀬裕志 

新規デバイスデリバリーシステムを

用いた経乳頭的胆嚢生検にて診断し

た IgG4 関連胆嚢炎の 1 例 

第 126 回日本消化器内視鏡学

会北海道支部例会 

廣部洋輔,川上裕次郎,我妻康平,沼

田泰尚,石上敬介,柾木喜晴,室田文

子,阿久津典之,仲瀬裕志 

EUS-FNA にて診断した IgG4 関連動脈

周囲炎の 1 例 

第 126 回日本消化器内視鏡学

会北海道支部例会 
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廣部洋輔,川上裕次郎,三宅高和,平

野雄大,山川司,柾木喜晴,室田文

子,吉井新二,山野泰穂,仲瀬裕志 

胃過形成性ポリープの形態を示した

IgG4 関連消化管病変の 1例 

第 132 回日本消化器病学会北

海道支部例会 

米沢正貴, 後藤佐和子, 後藤 慧,

正木康史、他 

Rothmund-Thomson 症候群に合併した

特発性多中心性 Castleman 病(iMCD)

の１例 

第 52 回日本腎臓学会東部学術

集会．20221022．東京 

川原寛之, 水島伊知郎, 柘植俊介, 

小市真琴, 眞田創, 吉田美咲, 高

橋芳徳, 西岡亮, 蔵島乾, 原怜史, 

伊藤清亮, 川野充弘 

IgG4 関連疾患における死亡率とその

関連因子の検討 

第 52 回日本腎臓学会西部学術

大会 

柘植俊介, 藤井博, 玉井慎美, 水

島伊知郎, 吉田美咲, 鈴木信博, 

高橋芳徳, 竹治明梨, 堀田成人, 

藤澤雄平, 松永貴弘, 蔵島乾, 西

岡亮, 額裕海, 原怜史, 谷悠紀子, 

鈴木康倫, 伊藤清亮, 山田和徳, 

中崎聡, 池田啓, 中島裕史, 川上

純, 川野充弘 

住民検診データを用いた一般人口に

おける血清 IgG4 高値に関わる因子と

IgG4 関連疾患発症に関する検討 

第 52 回日本腎臓学会西部学術

大会 

Mizushima I, Saeki T, Kobayashi 

D, Hayashi H, Taniguchi Y, 

Nakata H, Matsui S, Nagasawa T, 

Yanagita M, Kawano M 

Immunoglobulin G4-related kidney 

disease’s predisposition to 

chronic renal dysfunction, 

complications of malignancy, and 

mortality: a long-term nationwide 

multicenter study in Japan 

第 52 回日本腎臓学会西部学術

大会 

松井祥子 シンポジウム IgG4 関連疾患 Update: 

IgG4 関連疾患の診断基準について 

第 65 回日本腎臓学会学術総会 

小松雅宙 シンポジウム IgG4 関連疾患呼吸器疾

患の新しい診断基準: IgG4 関連呼吸

器疾患（主に臨床的見地から） 

第 65 回日本腎臓学会学術総会 

松井祥子 シンポジウム難治性病態への治療戦

略：IgG4 関連呼吸器疾患の治療と課

題 

第 65 回日本腎臓学会学術総会 

小松雅宙 シンポジウム IgG4 関連疾患 Update: 

IgG4 関連呼吸器疾患 特徴と鑑別す

べき疾患 

第 65 回日本腎臓学会学術総会  

川 茂幸 IgG4 関連疾患の病因・病態 オーバ

ービュー  

26th International 

Association of 

Pancreatology Meeting 

Masahiro Tsujimae, Atsuhiro 

Masuda, Yuichi Hirata, Keisuke 

Furumatsu, Takashi Nakagawa, 

Seiji Fujigaki, Takao Iemoto, 

Yosuke Yagi, Takuya Ikegawa, 

Takashi Kobayashi, Arata Sakai, 

Yuzo Kodama 

Predictive factors for relapse of 

autoimmune pancreatitis in 

multicenter study 

第 26 回国際膵臓学会・第 53

回日本膵臓学会大会 

Manami Ikemune, Kazushige 

Uchida, Satoshi Tsukuda,Tsukasa 

Ikeura, Ko Nakamaru, Takashi 

Ito, Toshiyuki Mitsuyama, 

Toshiro Fukui, Makoto Naganuma, 

Kazuichi Okazaki 

Innate lymphoid cells may 

contribute to the pathophysiology 

of chronic inflammatory 

pancreatic diseases. 

第 26 回国際膵臓学会・第 53 

回日本膵臓学会大会合同大会 
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Kazushige Uchida The Current status of autoimmune 

pancreatitis in Japan. 

第 26 回国際膵臓学会・第 53 

回日本膵臓学会大会合同大会 

内田一茂 自己免疫性膵炎臨床診断基準 2018 の

検証 

第 26 回国際膵臓学会・第 53 

回日本膵臓学会大会合同大会 

内田一茂 自己免疫性膵炎の診断と治療の現状

とその問題点 

第 26 回国際膵臓学会・第 53 

回日本膵臓学会大会合同大会 

高野賢一，亀倉隆太，神田真聡，

高橋裕樹 

IgG4 関連疾患における Tubarial 

glands の臨床的意義 

第 26 回国際膵臓学会・第 53

回日本膵臓学会大会 

高比良雅之 IgG4 関連眼疾患の難治性病態とその

治療戦略 

第 189 回東京医科大学医学会

総会(2022.06.18, 東京） 

西川義浩，塩川雅広，中村武晴，

岡田浩和，宇座徳光，児玉裕三，

妹尾浩. 

Hes1 は膵腫瘍の状況に応じて異なる

役割を果たす 

第 119 回 日本内科学会総会 

宮北康二, 稲本賢弘, 大野 誠,正

木康史、ほか 

中枢神経系原発悪性リンパ腫に対す

る自家造血幹細胞移植併用大量化学

療法 

第 40 回日本脳腫瘍学会学術集

会．20221205．鴨川 

水島伊知郎 IgG4 関連腎臓病の長期予後と腎代替

療法（シンポジウム） 

第 52 回日本皮膚免疫アレルギ

ー学会学術大会  

高比良雅之 IgG4 関連疾患・シェーグレン症候群

の眼病変とその治療 

国際病理アカデミー日本支部 

スライドセミナー 

脇田 遼、臼井嘉彦、朝蔭政樹、清

水広之、禰津直也、山川直之、杉

本昌弘、後藤 浩 

IgG4 関連眼疾患の生検組織を用いた

統合オミックス解析による検討 

第 111 回日本病理学会総会 

川原寛之、水島伊知郎、柘植俊

介、小市真琴、眞田創、吉田美

咲、高橋芳徳、西岡亮、蔵島乾、

原怜史、伊藤清亮、川野充弘 

IgG4 関連疾患における死亡率とその

関連因子の検討 

第 111 回日本病理学会総会 

佐伯敬子、乳原善文、谷口義典、

斉藤喬雄、中島衡、川野充弘 

低補体血症の有無による IgG4 関連腎

臓病 (IgG4-RKD) の臨床・腎臓病理

所見の違い 日本腎臓学会 IgG4-RKD

ワーキンググループによる多施設研

究 

第 111 回日本病理学会総会 

高比良雅之 眼球運動障害をきたした IgG4 関連眼

疾患の 2症例 

第 68 回日本病理学会秋期特別

総会 

佐野貴紀, 菊田和宏, 正宗淳 M-ANNHEIM-AIP-Activity-Score によ

る 1 型自己免疫性膵炎の活動性評価

の有用性の検証 

第 63 回日本脈管学会総会 

Shiokawa M, Kuwada T, Kodama 

Y,Uza N, Chiba T,Seno H. 

Identification of an Anti-

Integrin αvβ6 

第 32 回日本リウマチ学会北海

道・東北支部学術集会 

宮永達人, 川原寛之, 水島伊知郎, 

西岡亮, 川野充弘 

自己免疫性膵炎の加療中に出現し素

の鑑別に苦慮した自己免疫性肝炎の

一例 

第 33 回中部リウマチ学会 
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柳澤浩人, 山田和徳, 上田祐輔,正

木康史、ほか 

関節リウマチの治療中に免疫性血小

板減少症を発症した一例 

第 66 回日本リウマチ学会総

会・学術集会. 20220425.横浜 

上田祐輔, 山田和徳, 正木康史,ほ

か 

COVID-19 ワクチン接種後に血球貪食

症候群と NPSLE 様の神経症状を発症

した SLE 症例 

第 66 回日本リウマチ学会総

会・学術集会. 20220425.横浜 

早稲田優子 シンポジウム画像診断の進歩：IgG 4 

関連呼吸器疾患の診断のために臨床

医が知っておくべきこと 

第 65 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

谷口奈都希、佐藤啓 IgG4 関連眼疾患と診断された 38 例

の臨床病理学的検討 

第 66 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

錦織亜沙美, 祇園由佳, 吉野 正,  

佐藤康晴 

形質細胞増多を伴うリンパ節炎症性

疾患の細胞学的鑑別 

第 66 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

錦織亜沙美, 西村 碧フィリーズ, 

西村義人, 祇園由佳, 佐藤康晴, 

吉野正 

抗カルジオリピン抗体陽性であった

TAFRO 症状を呈するリンパ節病変の 3

症例 

第 66 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

錦織亜沙美, 江草侑厘安, 藤田梓, 

祇園由佳, 吉野 正, 佐藤康晴 

特発性多中心性キャッスルマン病を

知る 

第 66 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

Nishikori A, Nishimura MF, 

Nishimura Y, Notohara K, Satou 

A, Moriyama M, Nakamura S, Sato 

Y 

Investigation of IgG4-positive 

cells in idiopathic multicentric 

Castleman disease and validation 

of the 2020 exclusion criteria for 

IgG4-related disease. 

第 66 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

Nishimura MF, Nishikori A, 

Nishimura Y, Sato Y 

Pulmonary manifestations of IgG4-

related disease and plasma cell 

type idiopathic multicentric 

Castleman disease: A proposal for 

new differential diagnostic 

approach 

第 66 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

前川倖希奈, 錦織亜沙美, 前濱か

んな,  

木山仁, 吉田紗弥子, 江草侑厘安, 

藤田梓, 西村碧フィリーズ, 佐藤

康晴 

形質細胞型特発性多中心性キャッス

ルマン病における IL-6 免疫染色の検

討 

第 66 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

西村碧フィリーズ, 錦織亜沙美, 

西村義人, 吉野正, 佐藤康晴 

硝子血管型単中心性キャッスルマン

病の臨床病理学的特徴～過去 20 年間

の後方視的検討～ 

第 66 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

錦織亜沙美, 前川倖希奈, 西村碧

フィリーズ, 佐藤康晴 

IL-6 蛋白発現による特発性多中心性

キャッスルマン病（iMCD）の分類 

第 66 回日本リウマチ学会総

会・学術集会 

錦織亜沙美, 西村碧フィリーズ,  

前濱かんな, 佐藤康晴 

リンパ腫およびリンパ増殖性疾患へ

の分子病理学的アプローチ 

日本リウマチ学会（横浜・オ

ンライン）, 2022 年 4 月 27 日

（吉藤口演） 

水島伊知郎, 佐伯敬子, 小林大介, 

林宏樹, 谷口義典, 中田紘介, 松
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